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決算事項別明細書 P143

－

0 円

昭和34年度

－

事業開始年度

予
算
科
目

国民健康保険事業特別会計

－

－

大事業

社会保障の充実

小事業

中事業

事業進捗度

国・県支出金

地　方　債

当 初 予 算 額

決 算 額

－

3,138,499,005 円

国民健康保険加入者に対し、必要な給付
を行う公的医療保険制度である。
よって、国民皆保険制度を維持し、医療
給付並びに疾病予防を行うことにより住
民の福祉の向上に資する。

△1.08%

保健・医療・福祉

区　　分 令和2年度 対前年比 令和元年度

そ　の　他

96,064

人件費コスト  B 42,246,000 円

一 般 財 源

財
源
内
訳

予 算 現 額

目
的

40,325,020 円

6.0人役

被保険者数 7,489

△2.01% 98,036

4,372,000,000 円

4,245,804,203 円

4,245,804,203 円総事業費　　A

1,066,980,178 円

4,421,548,000 円

　国民健康保険税は、被保険者数及び世帯数の減に伴い収納総額も減となった。
　保険給付費については、総額で1億3,000万円余の減（△4.39％）となり、１人当たりの医療費も9,236円の減
（△1.9％）となった。

7,313,009

【保険給付費】

区　　分 令和2年度 対前年比 令和元年度

合　　計 3,029,964,315 △4.39% 3,169,140,228

高 額 療 養 費 410,115,012 △6.96% 440,794,551

そ の 他

7,571

世帯数 4,760 △0.87% 4,802

保険税
（現年）

一人当たり
調定額

収入額 696,630,195 △2.57% 715,005,135

収納率 96.83 0.5 96.33

調定額 719,425,100 △3.07% 742,228,600

療 養 給 付 費 2,597,652,101 △4.09% 2,708,313,902

療 養 費 6,355,408 △13.09%

15,841,794 24.55% 12,718,766
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1人当たり医療費の推移

※島根県国保連合会資料より作成（R2は速報値）（円）



（実績値：R3.5.26時点速報値）

（R元年度法定報告39.3％）

①令和元年度末残高

②積立金及び利子

③取り崩し額

④(①+②-③)令和2年度末残高

成果指標 目標値 実績値 差引

【特定健康診査等事業】 35,240,477円 7,726,000円 0円 0円 27,514,477円

252,679,478円

23,550,670円

35,000,000円

241,230,148円

特定健診（国民健康保険）受診率 45.0% 42.5% △2.5%

【基金費】 23,550,670円 0円 0円 50,670円 23,500,000円

一般財源

【疾病予防費】 3,031,812円 0円 0円 0円 3,031,812円

【事業名称】 事業費 国・県支出金 地方債 その他

【ミニドック健診事業】 7,024,103円 0円 0円 0円 7,024,103円

【医療費適正化事業費】 2,294,675円 0円 0円 0円 2,294,675円

　年4回「後発医薬品自己負担軽減例通知」及び「医療費通知」を発送し、ジェネリック医薬品の利用促進、患者
負担の軽減、医療保険財政の改善を図った。

　国保の被保険者を対象に頭部の磁気共鳴断層撮影（MRI）による脳健診を実施し、定員200名に対し159名の受診
があった。
対象者：40歳以上74歳まで（R元年度受診していない方）

　国保の被保険者を対象に疾病の早期発見、早期治療を目的として実施し、定員300名に対し300名の申込みがあ
り、285名の受診があった。
　●対象者：40歳以上74歳まで（R元年度に受診していない方）
　●内容：特定健診、胃がん検診、大腸がん検診、肺がん検診、腹部エコー
　　（オプション）前立腺がん検診、乳がん検診、子宮頸がん検診

 「第三期特定健康診査等実施計画」に基づき、主にメタボリックシンドローム及びその予備群の早期発見、生活
習慣病の予防、改善を目的として実施した。
　受診率向上のため、健診期間中にAIを活用した受診勧奨通知を行った。また、健診期間終了時点の全未受診者
へ受診勧奨を行い、集団フォロー健診を実施し、その集団フォロー健診予約にネット予約を導入した。また、懸
垂幕の設置、各地区健康推進会議総会でのPRを行った。
　●対象者：40歳以上74歳まで
　●内容：身体計測、診察、血圧測定、血液検査、尿検査、貧血検査、心電図検査
　　　　　眼底検査、尿酸、クレアチニン検査


